
ベストグループは「住まい・建築に関する良心的な商品を扱う」という経営理念のもと、
長年取り組んできたカイゼン活動を発展させ、国連が提唱するSDGsに賛同し、

持続可能な社会の実現につとめる事を宣言いたします。

●過剰品質の見直しにより、工程内の廃棄量を削減します。
●過剰在庫の抑制により、在庫の廃棄量を削減します。
●環境負荷物質の削減に取り組みます。
●リサイクル材を利用した製品や、リサイクル可能な製品の実現に向けた
ものづくりに取り組みます。
●全ての人が安心安全に使えるものづくりを目指します。

BEST SDGs宣言

●再生可能エネルギーの導入を推進します。
●省エネルギーを推進します。
●社用車の見直しにより、CO2排出量を低減します。
●省エネ設備への切り替えを順次実施します。

気候変動への対応

製造工程での廃棄ロス低減と、製品廃棄の抑制、有害物質の廃
棄物管理により、持続可能な社会の実現に貢献します。

持続可能かつ安心安全なものづくりの推進

●社内業務のデジタル化により、ペーパーレスを推進します。
●グリーン材料への切り替えを推進します。
●ベスト青梅の水使用量削減を推進します。

持続可能な資源利用の促進
ペーパーレス化と再生資源への切り替えを促進し、生産工場
での水使用量を削減します。

●ノー残業デーとカイゼン活動による生産性向上を目指します。
●従業員の必要資格取得を補助、推進します。
●部活動を推進し、健康経営を目指します。
●産休・育休制度の促進と、テレワークの導入により、働き方の多様性に
対応します。

生産性の向上と職場環境の改善
多様性を尊重し、働きがいのある活き活きとした安心・安全
な職場の実現を目指します。

●工場見学の受入やインターンシップにより、技術者の育成に貢献します。
●地域イベントの参加により、地域とのつながりを大切にします。
●製品の販売を通じて、製造工場との持続的な成長を目指します。
●高齢者雇用の活用により、技術伝承に取り組みます。

地域貢献と製造技術の保護・育成
地域社会の発展に貢献し、協力工場との共生を目指すことで、
持続的成長を目指します。

再生可能エネルギーの利用促進など、温室効果ガスの排出削
減に取り組みます。

株式会社ベスト
代表取締役社長　太田哲郎

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、「誰一人取り残さない（leave no 
one behind）」持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標です。2015年の国連サミットに
おいて全ての加盟国が合意した「持続可能な開発のための2030アジェンダ」の中で掲げられました。
2030年を達成年限とし、17のゴールと169のターゲットから構成されています。
出典：「持続可能な開発目標（SDGs）と日本の取組」（外務省）
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/SDGs_pamphlet.pdf）

SDGsとは


